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クロスオーバーリリーフ弁： O-COR-04-** -* パイロットチェック弁： O-PCV-04

モータに取り付けられる油圧制御弁の作動 

O-COR-04-**-* O-PCV-04

補足資料

クロスオーバーリリーフ弁の作動

・P1側より圧油を供給している状態でモータを停止させた時、
　供給流量が止まり、回路は完全に遮断されます。　　　　　
・モータには慣性力が働き、回り続けようとする為、戻り側
　（M2）のd部に高圧が発生し、f部は油が無くなり真空状態
　となります。　　　　　
・この時、予めP.Cスプール内に組込まれている安全弁
　（針弁、スプリング）により、設定圧力（d部とe部は同圧）
　以上になりますと、針弁が開き、オリフィス効果によりP.C
　スプールが（←）矢印方向に開き、d部の圧油が真空状態
　のf部に流れますので、異常高圧になるのを防ぐことが
　できます。　　　　　
・又、この時に戻り側（M2）に発生する圧力により、丁度ブレ
　ーキをかけた状態となり、モータは止まります。　　　　　
・この他、初速時等に発生する異常高圧も同様な原理で
　防止することができます。　　　　　
　P1、P2どちら側にも、同じ作動能力を備えています。

■ 回路図

■ 作動説明
・油圧モータを使用して負荷（荷物）を上げたり、下ろ

　したりする場合、特に下降時、下降速度に加えて、

　負荷による自然落下の力が加わります。　　　　　

・急停止などを行う際、負荷による慣性力が働くため

　すぐには止まりません。

　この為、回路内の圧力が異常高圧になり油圧機器の

　破損の原因となります。　 　 　 　 　

・この異常圧力を一定の圧力以上に上がらない様

　にする働きをします。　

・本制御弁は油圧モータに直接取り付けられる構造

　となっています。

■ クロスオーバーリリーフ弁の働き

パイロットチェック弁の作動

・P1側より圧油を供給することでピストンがチェックバルブ

　を押し広げ回路が完全に繋がりモータが回転できる状態
　になります。　　　　　　
・P2側より圧油を供給すると直接チェックバルブを押し広げ
　回路が完全に繋がりモータが回転できる状態になります。　　　　　
・外力によりM2側に圧力が発生する状況になるとチェック
　バルブが閉じ、M2側に背圧が立ち外力に相当する保持
　トルクが発生します。　 　 　 　 　
・本制御弁の場合、チェックバルブによりM2側に流れる
　回路のみ圧油を遮断することによって外力に相当する
　保持トルクを発生させます。
　モータの内部リーク性能と、理論押しのけ容量の違いに
　より外力を止める力が決まります。（モータの理論押し
　のけ容量が大きいほど止める力が大きくなります）

■ 回路図

■ 作動説明
・油圧モータを停止した際、外部からの負荷により、

　モータ軸に反力が働き軸が回される場合があります。　　　　　

・油圧モータ停止時にチェックバルブにより出口側の

　ポートを閉じることで、外力に相当する保持トルクを

　発生させ、軸が外力により回されない働きをします。　

・本制御弁は油圧モータに直接取り付けられる構造

　となっています。

■ パイロットチェック弁の働き
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